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３年生のみなさん、卒業おめでとうございます。１・２年生

のみなさんは、もうすぐ進級ですね。３月は締めくくりの月

です。みなさんの心と体は、この１年でたくさん動いたと思

います。体をしっかり動かすことで、疲れたり筋肉痛になっ

たりしながら、強い身体が作られていきます。心も同じで、喜

び、悲しみ、怒りなど…痛みを感じたり疲れたりしながら、たくさん動いた分育っていきます。 

「お疲れさま」は、頑張りや苦労をねぎらう言葉ですが、この言葉を１年間走り抜けた自分

自身にかけてあげてください。４月からの新しい場所・学年・クラスでのみなさんを応援して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年３月 

Ｎｏ．６ 

綾川町立綾川中学校 

学校管理下（授業中、部活動中、登下校中等）で起こった

けがについては、日本スポーツ振興センターの災害給付制度

で、医療費の給付対象になることがあります。まだ手続きが

できてない場合は、担任または部活動顧問、保健室まで早め

にお知らせください。 

３年生で治療が続いている場合、卒業後も給付を受けるこ

とができます。申請書類は今年度３月分までを中学校へ、来

年度４月分以降は進学先の学校へ提出してください。 

令和５年度保健室利用状況(令和５年４月～令和６年２月) 

この１年、みなさんは健康で安全に過ごすことができましたか？今年度（２月末まで）の

保健室来室者は、延べ１，３９３人でした。保健室を利用した人も、そうでない人も、この

１年を振り返り、来年度に向けて体調を整えましょう！ 

○来室状況から 

外科的来室理由トップ３ 

⇒ ①すり傷②打撲③捻挫  

内科的来室理由トップ３ 

⇒ ①頭痛②腹痛③気持ちが悪い  

○学校管理下での負傷・疾病によ

る受診状況（日本スポーツ振興セ

ンター災害給付申請件数） 

⇒ １２０件  

 

ほけんだより 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３月の保健目標  「１年間の健康生活を振り返ろう」   

ウィークポイント（弱み）とストロングポイント（強み） 
 

「あの人がうらやましい。それに比べて自分は…」と考えてしまうときはありませんか。そんな

とき、落ち込むだけではもったいない！あの人の何をうらやましいと思ったか考えることで、自分

がどうなりたいか、何を望んでいるのかが分かり、自分と向き合うきっかけになるかもしれません。

コンプレックスがある＝自分のウィークポイント（弱み）が分かっている状態です。ウィークポイントは、伸

びしろがたくさんある部分。それを知ることが成長への第一歩です。 

また、自分の「こんなところがいいな」と思うことを、どんなに小さなことでもいいので、書き

出してみましょう（自分にはない…と思う人も、自分に見えていないだけで必ずあります）。そこに

現れているのは、自分のストロングポイントの芽。毎日の様々な場面で、その芽を生かした行動が

できたら、こっそり自分をほめてあげましょう。すると、その芽は少しずつ育っていくはずです。

これをコツコツと繰り返して、自分のストロングポイントを大きく育てていきましょう。 


